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キーワード︓⺠主主義、投票参加、業績評価、分極化、効果検証

⺠主主義の揺らぎとその克服

●研究の全体像
⽇本を含む多くの国々で投票率の低下、政府の応答性の低下、⾮寛容性や分極化の⾼まりといった⺠主

主義の揺らぎが⽣じている。これまでの研究は揺らぎの実態や原因の解明に取り組んできた。しかし⽇本を対
象とした実証研究は少なく、問題解決を⽬指す研究は世界的に⾒ても限られている。どうすれば低投票率を
改善できるのか。どうすれば有権者は政府業績に関する評価に基づき投票先を選ぶのか。どうすれば有権
者の寛容性を育むことができるのか。これらの疑問に答えうる新たな知⾒を世界に発信することは重要な課
題である。
本研究は低投票率と参加格差、業績投票の機能不全、⾮寛容性と分極化、という⽇本社会が直⾯する

深刻な問題に注⽬し、これらの問題の原因を解明した上で、問題解決に向けた処⽅箋の提⽰を⽬指す。そ
のために、本研究は独⾃の調査システムを⺠間企業と共同で開発し、さらに国際共同調査に参画することで、
⼤規模かつ代表性の⾼い意識調査データを構築する。因果効果の異質性を考慮したデータ分析や国際⽐
較分析を通じて揺らぎの原因に関する知⾒を蓄積する。最終的に、スマホアプリを使った全国規模のフィールド
実験、⾃治体住⺠を対象としたフィールド実験、そしてウェブパネルを使ったサーベイ実験を通じて揺らぎの克
服⽅法の効果検証を⾏う。

理論的観点 ⽅法論的観点

⺠主主義の揺らぎの実態解明と
克服⽅法の提案

ー 低投票率と参加格差の是正
ー 業績投票の機能不全の解決
ー ⾮寛容性と分極化の緩和

新規⼿法による⼤規模世論・
実験データの収集

ー 携帯電話Random Digit Dialing調査
ー ウェブサーベイ実験
ー スマホアプリフィールド実験
ー 実地でのフィールド実験
ー 国際⽐較意識調査(CSES)

学術的・社会的貢献
研究成果を国内外に発信、分野を超えた知⾒の共有、

揺らぎの克服を視野に⼊れた提⾔

図1 本研究の⾒取り図

この研究によって何をどこまで明らかにしようとしているのか

●３つの課題
本研究は、低投票率と参加格差の是正、業績投票の機能不全の解決、⾮寛容性と分極化の緩和という

３つの課題につきそれぞれ問いを設定し、その分析結果を踏まえた解決策の効果検証を⾏う。

ホームページ等 ー

 代替的選択肢の⽋如は業績投票を妨げているのか︖
 政党間の競合性は党派的バイアスを緩和するのか︖

揺らぎの
克服へ

課題２
業績投票の
機能不全の

解決

課題3
⾮寛容性と
分極化の

緩和

課題１
低投票率と
参加格差の

是正

 社会的困窮は投票参加を妨げるのか︖
 投票環境の改善は投票率や参加格差を縮⼩させるのか︖

 SNSは⾮寛容性や分極化を促進するのか︖
 旧来型のメディアと分極化はどのような関係にあるのか︖

●３つの⽅法
これらの問いに答えるためには⼤規模世論調査データの収集、国際⽐較を視野に⼊れた調査設計、因

果推論を可能にする実験的⼿法の採⽤が不可⽋である。本研究では、独⾃の携帯RDDシステムを構築し
⾼い代表性を有する⼤規模データを収集すること、主要な国際⽐較世論調査と連動すること、実地ないし
オンライン上のフィールド実験を実施することを通じて、個別集団の特徴に迫れる豊富な情報を蓄積し、さら
に揺らぎの克服につながる解決策の効果検証を精緻な形で実現する。

世論調査 サーベイ実験 フィールド実験

 携帯電話Random
Digit Dialing (RDD)シ
ステムを使った⼤規模調
査の実施

 無作為抽出による⾯接
調査の実施（国際⽐較
調査と連動）

 ウェブモニタを対象とした
⼤規模ウェブ調査

 異なる調査モード間の
データの質の⽐較

 ウェブモニタを対象としたパ
ネルデータを構築

 このデータをを⽤いた⼤規
模⻑期サーベイ実験の実
施

 スマホアプリを利⽤したオ
ンライン上の態度変容お
よび投票啓発フィールド
実験の実施

 特定地域を対象とする投
票啓発フィールド実験の
実施

図３ 本研究が⽤いる３つの⽅法

図2 本研究が設定する３つの課題


